
9 .地域開発と魚類・水生生物

主主 旺ヨ 矛リ ラ吾 (信州大学・教養部)

地域開発で水系に関係する事業としては、発電所の建設、ゴルフ揖の建設、スキー場の建

設、観光開発ー一一宿泊施設の建設、砂防ダムの建設、人造湖の建設、工場誘致、河川改修

などが挙げられる.

①.発電所の建設では

イ ダム前後で水位の大きな変化、水温の変化

ロ 放水(洪水時)による濁りの長期化

ハ 放水による下流域の水温の低下

ー 魚族の移動ルート切断

ホ 工事による直接的影響

@.ゴルフ場の建設

イ ゴルフ場一帯の水のコントロール→JIIの流量変化

ロ 牧草の土壌の深さが一律→南の時の濁りの集中化

ハ 農薬投与による水汚染→集中処理、排水

(3).スキー場建設

イ 亜高山手書の轟林伐採→森林の保水力低下

ロ 建設による濁水

@.宿泊施設の建設

イ 排水の河川投棄→汚換

ロ 一一一処理→汚染

@.砂防ダムの建設

イ 工事による直接的な影響

ロ 生コンの影響

ハ水位の変化、水温の変化

ー 魚の移動不可

⑥.人造調の建盟

イ 水量の調節→JIIの水位変化→水温変化

(とくに春一一夏まで、田畑への取水のため)

ロ 工事による濁り

crJ.河川改修

イ 工事の車接的影響{ニゴリ)

ロ フチの消失(一体平瀬)魚のかくれ場の消失

ハ河原の消失

等々、水系への影響が大きくみられる.
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河川に生息する生物(魚、底生動物、蔀類)に対する影響は、直接生活の場を失う場合、

生活の場の水位(流量)に大きな変化をきたす場合、生活の場の水の濁りの設大又は、長

期化による場合、放水に下流域の水温低下の魚族八の影響、ダム、えん堤の建設による魚

の移動Jレートの消失(切断)、田知八の取水による小河川の流量の減少と水温の高温化な

ど、生コンの洗い流しゃ農薬の流入による死亡など、魚のかくれ場の消失、河原の消失に

よる自静能力の低下{消失)や餌の減少など考えられる.

これらのことについて、一、ニ例を挙げて説明する.

①発電所建設後、洪水等での放水による濁りの長期化では、濁りにより、魚類、底生昆虫、

藻類への髭響は大きい.

くダム管理者〉は、そのため発電取水塔の深部にゲートを設置したり、発電取水塔の表面

取水ゲートの改良や、他貯水池からの流入水による希釈促進等の改良策をとってきた.そ

れによる効果は大きいとのとと.

一方、アユと濁りの関係では濁度50pPIIで酸素欠乏、 20ppm位以上で忌避行動、謀類には15

ppll以上になると生産低下、水生生物の呼吸障害は25-30pp回以上になると起きる.

以上のととから15pp回以上の濁りとなり、調りが長期化するとアユにとって様々な障害

がおきる.

一方、ダム翻の建授により、温度盟層の出現、魚相の変化が大きい.ダム澗への魚の放流

は上流域、中流域と河川の状況にあった魚を放流しなければならない.楓協の放捷努力が

あるにもかかわらず、魚種の遭定をせずに放掩をしたり、 gamefishingとしてだけの面白

さからブラックバスを放掩したりしている.

例えば、 1986-1987の調査では高甑ダム、七倉ダムでは、ウグイ185尾、イワナ4尾、こジ

マス4尾、コイ3尾が捕聾されている.とのうち、ウグイとニジマスとコイは本来、この川

に生息していたものではない.なかでもコイの放流は問題であろう.

一方、高瀬ダム下涜では、取水設の本流で、ほとんど水がない.そのため、水温の日変化

も置しい.上流では流量は多〈、酸性河川なため水生昆虫は数少なく、オナシカワゲラの

ー種が僅占していた.ところが、ダムヘ流入する東択では水生昆虫は多くー埼麺目5、蝉

錯目7、総計16種と出現種教が多く、アミメカワゲラ、クロカワゲラ、ヒメフタオカゲロ

ウが量的に優占種群を形成していた.さらに、ダムの下、本流{七倉ダム上流)では流れ

もゆるやかで、中流域の様相を呈しており、総出現種数13、毛題目のヒゲナガカワトピケ

ラ、ウルマーシマトピケラ、双短目のカガンポsp，Amphinemurasp.が恒占種群を形成して

いた.上記の種が僅占種群を形成しているのは、他の河川では中流域の平瀬の特徴である.

ちなみに、長野県下各河川での水生昆虫の現有量及び出現種数一覧を表に提示しておく.

上流域は生物の出現種敷は多く、現容量は1-5g /nfと少ない.中流域になると汚染ととも

に出現種教には大きな変化はないが出現数は変る.逆に現存量が高くなる.さらに、有機

汚染が進むと出現種数もーケタとなり、現存量は最大(20-30g /nf)となる.
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1980) 烏川での水生昆虫群集の種類組成(吉田，表 1• 
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股

Ephemeroptera *11>> fI 
Ephc:mc:ra japonic:a 7 ~スジ毛ン均ゲロウ
Paralc:ptophlc:bia sp. PA トピイロカゲロウの一蹴PA
Ephc:mc:rc:lla tri:;pina ミットゲマダラカゲロウ

E. Ba日Iis ォ>t.....ダラカゲロウー
E. rufa アカマダラカゲロウ
1:.. mgra 7ロマダラカゲロウ
E. sp. nG マダラ方ゲロウのー検nG
E. sp. Nay 11 w n a y 
E.sp.EC " .  EC 
E. sp. マダラカゲロウのー械
Bac:tis thc:rmic:us シロ，、ラコカゲロウ
Bac:tic:lla japonic:a 7 ~， <コ均ケ'ロウ
Ameletus montana ヒメ 7~ オカゲロウ
Epc:orus c:urvatul国 ユミ毛ンヒラ夕方ゲロウ
E. hiemalis >tナガヒラ夕方ゲロウ
E. uenoi ウエノヒラ夕方ゲロヴ
E. laiti{orium エル毛ンヒラF均ゲロウ
Ec:dyonurus yoshidae シロタニずワカゲロヴ

E.sp. ~ユガワカゲロウのー禍
Cinygma hirasana ミヤマタユガワカゲロウ
Plec叩 tc:ra 紙旭日
Paragmetina tinc:tipc:nnis オオ7ラカケ均ワゲラ
Protonc:mura towadc:nsis トワダオナシカワゲラ
P.sp. >tナシカワゲラのー鼠
Lc:uctridac: sp. ハラジロ才ナシカワゲラ持のー械

Pc:rlodidac: sp. アミ Jカワゲラ"のー械
Capnidac: sp. 7ロカワゲラ将のー械
Tticoptc:ra 毛凶目
Himalopsychc: japonica ォョrナガレトピケラ
Rhyacophila articulata トワダナガレトピケラ
R. nigroc:c:phala ムナグロナガレトピケラ
R. clemens 7レj ンスナガレトピケラ
R. brc:vicc:pha 1a ヒロアタ?十ずレトピケラ
R. sp. RA ナガレトピケラの-f4(RA
R. sp. RC " .  R C 
R. sp. RG " "  R G 
R.sp.RH w "  RH 
R.sp. ナガレトピケラの一同
M).strophora inops イノプスヤマトピケラ
Stc:nopshc: grisc:ipc:nnis ヒゲナガカワトピケラ
I'ol).cc:ntrops sp. PA イワトピケラの一級PA
Arctopsyshc: maculata シロ 7ツヤトピケラ

A.sp. ・ シロ 7ツヤトピケラ"のー械
H ydrupsyche sp. シマトピケラのー柑
/'¥c:uronia fruvipc:s アミ j トピケラ
G目 rajaponica ニン'¥-"，ゥトピケラ
Gumaga okina弘司ensis グマガトピケラ

Micrasc:ma sp. 均7スイトピケラの一ft.
Apatina sp. コニLグリトピケラの-H!
Diptc:ra J;正1lJ日

Anthoca sp. 1'f 1'fシポのー何~A n t h 0 S e 
Tipula sp. " "T  i p u 1 a 
I'tycoptc:ra sp. コシポソガガンポの-H!
Alhetix sp. シギアブ刊の-to/l.
Simulidc:ac: sp. プ品"の-tt.
Amik.a infuscata minor コ7ロパアミカ
Chironomidac: sp. ユスリカ怜
Colc:optera J1IIlI目

E1mis sp. 水生アシナガドロムシ"のー検
Mataeop首 phc:nusjaponicusヒラタドロムシ
Platambu5 sp. モンキマj ゲンゴロウ.¥iI;のー桟
Neuroplera !*m目
。却、ylidac:sp. ヒロパカゲロウのー検



表2..畏野県内河川での現存量(乾量g/m')と舘出現数ー覧
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名

前川(策鞍岳)本流

支流

本流

支流

本流

支流(黒沢)
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上流
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{酸性)
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合流後)
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持lJl(上高地)本流
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樽川

回111
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中之沢

上lJl
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烏)11
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